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別紙－４

環境配慮調書（基盤整備促進事業〔水利施設整備事業〕）

県　名 富 山 地区名 沖塚原
おきつかはら

市町村名 射水市

田 射水市  本地区に  施工上の 　 動植物等の保全を考慮しながら、施工する。

園 特 　動植物 スナヤツメ、イタセンパラ、メダカ等  おける  配慮    低騒音及び排出ガス対策型建設機械等を使用し、工事中の

環 に （現地・文 ホクリクサンショウウオ  環境配慮  濁水流出防止に努める。                                

境 配 　献調査）  の方法

整 慮

備 す  施設計画   水路内に生息している淡水魚及び水生植物や水生昆虫に対

マ べ   上の配慮 して、水路底部によどみを設け、生態系及び生息環境の保全

ス き に努める。

タ 動

ー植   その他 集落の屋敷林  田園環境整備 本地区は、環境配慮区域に位置し、農業・農村整備事業の整

プ 物 （景観・文  マスタープラン 備方針として、工事の際は自然環境に対する整備の影響の緩

ラ 等 　化財等）  との整合性 和や整備区域については動植物が生息する区域を避けるな

ン ど、地域の自然環境・生態系の保全に配慮した整備方法を採

用することから、今回、小動物に配慮した計画とする。

 本地区での配慮・ 環境配慮区域

 創造の区分

 本地区で配慮すべき  カエル等の小動物 配慮内容の決定根拠本事業に伴う環境配慮内容については、射水市農業農村整備

 動植物等 環境検討委員会にて、意見交換会を行う。

 調査した時期と 令和4年6月7日

 その内容 別紙参照  環境配慮部分の経済効果算定への反映

 環境情報協議会開催年月日 令和4年11月30日

事業名 基盤整備促進事業（水利施設整備事業）

市 町 村 名

有（算定効果名称）　・　無
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原

 
 
 
 
 
 
 
 

工
　

　
期

 
用

水
改

良
　

(
受

益
面

積
 
A
=
1
1
.
9
h
a
）

主
　

　
な

延
　

長
Ｌ

＝
１

,
２

１
０

ｍ

事
業

内
容

　
射

水
市

田
園

環
境

整
備

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
に

よ
り

沖
塚

原
地

区
は

、
「

環
境

環
境

マ
ス

タ
配

慮
区

域
」

に
位

置
づ

け
ら

れ
て

い
る

。

　
こ

の
地

域
は

市
の

西
部

に
位

置
す

る
郊

外
地

域
で

あ
り

、
地

域
西

側
に

は
庄

川

ー
プ

ラ
ン

の
が

流
る

田
園

地
帯

で
あ

る
。

位
置

付
け

①
カ

エ
ル
等

の
小

動
物

は
、

施
工

前
に

捕
獲

し
、
一

時
的

に
避

難
さ

せ
る

。

環
境

配
慮

の
②

低
騒

音
及

び
排

出
ガ

ス
対

策
型

建
設

機

実
施

方
法

械
等
を

使
用

し
、

工
事

中
の

濁
水

流
出

防

止
に

努
め
る

。

　
計

画
水
路

の
一

部
に

ス
ロ

ー
プ

水
路

を

配
慮

の
た

め
設

置
し

、
小

動
物

等
の

生
息

環
境

を
整

備

の
施

設
し

、
生
態

系
及

び
生

息
環

境
の

保
全

に
努

め
る

。

環
境

配
慮

の
影

響
の

軽
減

／
除

去
…

…
上

記
①

②

５
原

則

環
境

配
慮

区
域

環
境

創
造

区
域

環
境
検
討
概
要
地
区
調
書

（
所

在
地

）

地
区

名

事
業

費
６

７
百

万
円

基
盤

整
備

促
進

事
業

(
水

利
施

設
整

備
事

業
)

　
　

用
水

ﾌ
ﾘ
ｭ
ｰ
ﾑ
（

B
F
-
6
0
0
）

着
　

工
　

令
和

５
年

度

完
　

成
　

令
和

６
年

度



基
盤

整
備

促
進

事
業

沖
塚

原
地

区
地

区
（

補
足

説
明

）

事
業

概
要

　
本

計
画

路
線

は
、

団
体

営
ほ

場
整

備
事

業
塚

原
地

区
(
昭

和
4
7
年
)
に

整
備

さ
れ

た
用

水
路

で

あ
り

、
幹

線
水

路
は

県
営

か
ん

が
い

排
水

事
業

射
水

地
区

で
整

備
さ
れ

、
現

在
に

至
っ

て
い

る
。

　
本

施
設

は
、

経
年

変
化

に
よ

る
老

朽
化

が
著

し
く

、
ま

た
、

用
水
量

の
通

水
能

力
不

足
と

な
っ

て
い

る
。

こ
の

た
め

早
急

に
改

修
し

通
水

量
の

確
保

と
維

持
管

理
費

の
節

減
を
図

る
も

の
で

あ
る

。

１
　

農
業

農
村

環
境

整
備

計
画

　
射

水
市

は
、

平
成

２
０

年
３

月
に

田
園

環
境

整
備

マ
ス

タ
ー

プ
ラ
ン

を
策

定
し

た
。

沖
塚

原
地

区
は

本
計

画
の

中
で

環
境

配
慮

区
域

に
位

置
づ

け
ら

れ
て

い
る

。

２
　

当
該

地
域

の
環

境
評

価

1
)
自

然
環

境

　
本

地
区

は
、

市
の

西
部

に
位

置
す

る
平

坦
な

農
地

で
、

一
級

河
川
庄

川
が

西
側

に
流

れ
て

い
る

。

農
地

が
主

で
住

宅
団

地
、

集
落

が
形

成
さ

れ
て

い
る

。
　

本
事

業
は
基

盤
整

備
促

進
事

業
の

用
排

水
施

設
整

備

で
あ

り
地

域
に

希
少

動
植

物
の

生
息

も
な

く
環

境
に

与
え

る
影

響
は
少

な
い

。

2
)
社

会
環

境

　
本

地
区

は
、

水
稲

を
中

心
と

す
る

農
業

を
展

開
し

て
い

る
。

　
し

か
し

な
が

ら
、

本
市

の
農

業
を

と
り

ま
く

情
勢

は
厳

し
く

、
都
市

化
の

進
展

に
伴

う
農

用
地

の
減

少
と

生
産

環
境

の
悪

化
、

さ
ら

に
は

基
幹

労
働

力
の

他
産

業
へ

の
流

出
に
よ

る
後

継
者

不
足

と
高

齢
化

の
進

展
等

、

農
業

生
産

そ
の

も
の

に
大

き
な

影
響

が
表

れ
る

な
ど

厳
し

さ
を

増
し
て

い
る

。

3
)
生

産
環

境

　
本

地
区

は
、

農
業

農
村

活
性

化
計

画
に

従
い

認
定

農
業

者
に

よ
り
生

産
性

の
高

い
低

コ
ス

ト
化

農
業

の
確

立

を
目

指
す

取
り

組
み

が
行

わ
れ

て
い

る
。

３
　

環
境

配
慮

と
の

整
合

性

　
平

成
１

３
年

度
に

土
地

改
良

法
の

改
正

に
よ

り
農

業
農

村
整

備
事
業

に
お

い
て

は
、

環
境

と
の

調
和

に
配

慮

す
る

こ
と

が
規

定
さ

れ
、

農
家

及
び

地
域

住
民

が
一

体
と

な
り

、
有
識

者
等

の
意

見
を

参
考

に
し

な
が

ら
、

環

境
配

慮
に

つ
い

て
取

り
組

ま
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
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.5

2
.7

3
.1

3
.2

2
.3

3
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.6

3
.6

3
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2
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2
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2
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目
布

県

橋
新

木
朴

橋
蔵

法

成稲 橋

原塚沖 橋

橋目布

ー
タ

ー
ベ

レ
エ

ー
リ

ト
ン

カ

タ
ン

セ
苗

育
央

中

セ械機
野

ず
み

Ａ
Ｊ

沖
塚

原
パ

ー
ク
ゴ
ル

フ
施

設

野
ず

み
い

Ａ
Ｊ

店
支

南
湊

新

駅
の

村
ん

ゃ
ち

っ
菜

ータン

射
　
水

　
市

　
斎

　
場

湊新 フルゴ ンデーガ

射
　
水

　
市

　
企

　
業

　
団

　
地

社
幡

八

場水配目布

舎
庁

分
目

布
所

役
市

水
射

ータンセクーワ

水射

西

排
号

９
第

部

路
水

西

部

幹

主

水

排

線

路

1
.7

1
.7

1
.7

1
.9

2
.6

1
.9

1
.7

1
.9

2
.4

2
.1

2
.1
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.7
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3
.1

2
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2
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.9

2
.2

1
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2
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2
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2
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2
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3
.2

4
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4
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3
.7

3
.7

4
.4

基
盤

整
備

促
進

事
業

 
環

境
配

慮
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設
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図 記

 
号

説
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備
　
考

市
 
町
 
村
 
界

受
 
益
 
区
 
域

1
1
.
9
h
a

計
 
画
 
路
 
線

L
=
1
,
2
1
0
m

既
 
設
 
路
 
線

幹
線

既
 
設
 
路
 
線

支
線

環
境
配
慮
施

設

凡
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調
査

位
置

：
射

水
市

　
沖

塚
原

　
地

内

調
査

日
：

令
和

４
年

　
５

月
２

０
日

（
金

）

目
的

：

調
査

位
置

図

沖
塚

原
地

区
「

生
き

も
の

調
査

」

　
基

盤
整

備
促

進
事

業
（

水
利

施
設

整
備

事
業

）
沖

塚
原

地
区

の
計

画
路

線
に

生
息

し
て

い
る

生
き

も
の

調
査

を
行

い
、

事
業

計
画

に
お

け
る

環
境

配
慮

施
設

の
実

施
方

法
を

検
討

し
て

、
生

態
系

の
保

全
を

図
る

も
の

で
あ

る
。

原塚沖

塚高 橋

塚 処部南原 場理

明神

館民公原塚沖

社

電
変

原
塚

㈱
力

陸
北

電
所

水
排

号

路

路
水

排
号

８
第

西
部

園
公

園
公

3
.3

2
.6

3
.1

3
.0

1.
9

2
.4

2
.8

2.
6

2
.9

2.
5

2
.5

1
.4

2
.6

2.
6

2
.2

2
.4

1
.8

2
.5

2.
7

2.
5

2.
2

2
.5

2.
5

2.
1

2
.9

3.
2

2.
6

2
.5

2
.7

2.
9

2.
5

2.
5

2
.8

2
.5

2.
2

2
.3

2.
1

2
.4

2.
3

2.
7

2
.2

2.
4

3.
4

3.
2

2
.9

3
.4

2
.3

2
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調
査

区
間
１

調
査

区
間
２



調
査

内
容

：
（

１
）

小
動

物
調

査
淡

水
魚

、
水

生
生

物
等

（
２

）
植

物
調

査
（

３
）

水
質

調
査

調
査

方
法

：
（

１
）

小
　

動
　

物
タ

モ
網

に
よ

る
捕

獲
（

２
）

植
　

物
目

視
に

よ
る

確
認

（
３

）
水

　
質

パ
ッ
ク
テ
ス
ト
に
よ
る
p
Ｈ
、
Ｃ
Ｏ
Ｄ
測
定

捕
獲

作
業

状
況

調
査

区
間

１

（
捕

獲
作

業
状

況
）



調
査

区
間

２

（
捕

獲
作

業
状

況
）

（
捕

獲
生

物
の

確
認

状
況

）

　
今
回
の
調
査
で
、
ア
マ
ガ
エ
ル
は
確
認
さ
れ
た
。

ア
マ

ガ
エ

ル

こ
の

ほ
か

に
も

、
田

園
地

帯
の

た
め

、
一

般
的

な
小

動
物

は
生

息
し

て
い

る
と

考
え

ら
れ

る
。



確
認

さ
れ

た
植

物
の

種
類

タ
ン

ポ
ポ

（
調

査
区

間
１

）



確
認

さ
れ

た
植

物
の

種
類

コ
バ

ン
ソ

ウ
（

調
査

区
間

１
）



確
認

さ
れ

た
植

物
の

種
類

シ
ロ

ツ
メ

ク
サ

（
調

査
区

間
１

）



確
認

さ
れ

た
植

物
の

種
類

ノ
ボ

ロ
ギ

ク
（

調
査

区
間

２
）



確
認

さ
れ

た
植

物
の

種
類

シ
ロ

ツ
メ

ク
サ

（
調

査
区

間
２

）



水
質

調
査

(
ｐ

Ｈ
) 調

査
区

間
１

　
ｐ

Ｈ
８

．
５

　
（

水
温

１
６

．
０

度
）

調
査

区
間

２
　

ｐ
Ｈ

８
．

５
　

（
水

温
１

７
．
３

度
）



水
質

調
査

(
Ｃ

Ｏ
Ｄ

)

調
査

区
間

１
　

Ｃ
Ｏ

Ｄ
４

m
g
/
L
　

（
水

温
１

６
．

０
度

）

調
査

区
間

２
　

Ｃ
Ｏ

Ｄ
４

m
g
/
L
　

（
水

温
１

７
．

３
度

）



パ
ッ

ク
テ

ス
ト



調
　

査
　

結
　

果

水
路

状
況

小
　

動
　

物

植
　

物

水
質

(
ｐ

Ｈ
）

水
質

(
Ｃ

Ｏ
Ｄ

)

環
境

配
慮

対
策

工
法

　
調

査
の

結
果

、
調

査
区

間
１

は
4
m
g
/
L
、

調
査

区
間

２
で

も
4
m
g
/
L
で

あ
っ

た
。

　
本

地
区

は
幹

線
用

水
路

か
ら

取
水

し
て

い
る

用
水

路
で

あ
り
、

調
査

区
間

全
て

に
お

い
て

Ｃ
Ｏ

Ｄ
は

4
m
g
/
L
以

下
で

水
質

は
や

や
汚

れ
て

い
る

状
況

で
あ

る
が

、
日
常

生
活

に
お

い
て

不
快

感
を

生
じ

な
い

範
囲

で
あ

る
。

イ
メ

ー
ジ

図

　
本

地
区

の
生

き
も

の
調

査
の

結
果

、
今

回
の

調
査

で
は

小
動
物

は
確

認
で

き
な

か
っ

た
が

、
一

般
的

な
田

園
地

帯
で

あ
り

、
カ

エ
ル

は
生

息
し

て
お

り
、

対
策

と
し

て
は

吸
盤

を
を

持
た

な
い

カ
エ

ル
等

に
対

し
て

水
路

内
側

か
ら

水
路

溝
畔

に
這

い
上

が
る

た
め

、
淀

み
を

設
け

水
路

内
に

ス
ロ

ー
プ

を
設

置
を

し
て

生
息

域
を

確
保

し
生

態
系

の
保

全
に

努
め

る
も

の
で

あ
る

。

　
本

計
画

用
水

路
は

県
営

か
ん

が
い

排
水

事
業

射
水

地
区

で
造
成

さ
れ

た
幹

線
用

水
路

か
ら

の
取

水
で

支
線

用
水

路
を

経
由

し
て

本
地

区
を

か
ん

が
い

し
て

お
り

、
昭

和
４

７
年

に
団

体
営

ほ
場

整
備

事
業

で
築

造
さ

れ
た

ベ
ン

チ
フ

リ
ュ

ー
ム

水
路

で
あ

る
が

耐
用

年
数

の
経

過
に

よ
る

老
朽

化
と

通
水

能
力

不
足

が
生

じ
て

い
る

。

　
調

査
の

結
果

、
小

動
物

で
あ

る
ア

マ
ガ

エ
ル

は
確

認
で

き
た
。

淡
水

魚
は

確
認

で
き

な
か

っ
た

。
（

一
般

的
に

カ
エ

ル
は

田
園

地
帯

に
生

息
し

て
い

る
。

）

　
調

査
の

結
果

、
調

査
区

間
１

は
ｐ

Ｈ
8
.
5
、

調
査

区
間

２
で

も
ｐ

Ｈ
8
.
5
で

あ
っ

た
。

　
調

査
区

間
全

て
に

お
い

て
ｐ

Ｈ
6
.
0
以

上
～

ｐ
Ｈ

8
.
5
以

下
の
範

囲
で

あ
り

、
本

地
区

の
ｐ

Ｈ
は

中
性

で
あ

る
。

　
調

査
の

結
果

、
植

物
類

は
シ

ロ
ツ

メ
ク

サ
、

コ
バ

ン
ソ

ウ
、
タ

ン
ポ

ポ
等

の
田

園
地

帯
に

生
息

す
る

一
般

的
な

植
物

が
確

認
で

き
た

。
ま

た
、

そ
の

他
雑

草
類

に
お

い
て

も
全

域
に

渡
り

繁
殖

し
て

い
る

状
況

で
あ

る
。


